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價
値
生
活 

へ
と
名
ず
^

き̂
も
の
ゼ
あ
^
等
へ
仁
の
兩
者
は
常
に-^
德
匕
じ
弋
人
間
© 

:經
濟
活
動
を
構
成̂

で
.い
.る
の
で
あ
る
。
：«
營

の

活

動

樣

、
.：具

乾

傲

に

は 

財
產
办
璿
滅
^
變
牝
と
.し
來
お
^
わ
れ
、
鑛

的

に：

は

經

營

财
產
の
震
：

： 

概
念
.た
：̂

^
の
增
滅
と
帑
っ
.て
：あ

ら

わ

れ

る

。
ぐ
貨

1

濟
の
：'下
に
.
お
ぃ 

^
ば
、:-
,
-經
營
の
財
產
も
熟
求
知
貨
幣
額
を
も
：つ
て
表
：示
せ
ら
れ
る
が
、
：財

(

 

*:
漱
具
ii
:
ft
ヮ
個
別
的
に
表
兩
ぜ
ら
れ
、
へ
.資
本
は
抽
象
的
、I

的
に
表
_ 

眾

ぜ

ら

れ

る

^
方

が

し

な

が

ち

允

資

本

说

貨

幣

疆

に

ょ

っ

て

表

示

せ

ら 

;れ
る
結
果
、-'
ぞ
れ
.は
真
體
的
、:.
-
'
:
計
算
的
に
處
理
す
る
と
と
が
出
來
る
。
こ 

'.
:

こ
：に
お
い
'て
資
本
说
そ
€>
獲
分
析
が
可
顧
に
な
る
。
'か
く
し
て
資
本
は 

:
:そ
の
構
成
に
お
ぃ.て
基
本
資
本((

設
立
資
本
>
;と
附
加
賛
本(

增
加
資
本) 

と
に
區
別
ず
る
こ
と
が
，出
来
、
.
資
本
の
歸
屬
關
係
に
お
い
て
自

®

資
本
と 

他
人
資
本
.(

負
債)

と
に
區
別
す
‘る
こ
と
が
^
双
る
の
で
&
る
。
經
營
の 

價
値
澤
位
體
と
ひ
て
の
命
業
の
目
標
は
、
，
經
營
財
產
の
運
賴
に
土
っ
て
經 

營
價
値
を
增
加
せ1し
..め
る
：
こ
と
：で
.あ
っ
て
、
：
企
業
の
目
標
が
經
濟
性
，に
ぁ

.

る
.こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
、
し
か
し
：て
經
震
値
の
增
加
は
言
い
換 

え
れ
ば
資
本
の
'增
殖
で
あ
り
、■
■餘
剩
價
値
の
生
產
に
外
な
ら.な
い

.の
で
あ 

.
る
か
ら
、,

從
っ
て
、
<血
業
を
價
値
增
殖
單
位
體
と
し
て
呼
ぶ
，こ
と
が
砠
双 

■
る

.0
'
ま
た
、
經
霍
値
の
增
殖
過
程
は
現
實
に
は
資
本
の
增
殖
猶
程
と
し 

て
貨
I

値

的

に

、
，
具

體

的

、

計

算

的

に

•把

握

せ

ら

れ

る
も
の
で
あ
る
か 

ら
、
企
業
は
資
本
の
ー
つ
の
計
算̂
位
體
で
も
あ
る
の.で
あ
る
。
；更
に
私 

有
財
產
制
度
'の
T-
に
お
.い
.て
：、.金
業
ゆ
何
-A
か
，に

ょ

つ

て

所

有

せ

ら

れ

る

■

,

が
、
：
が
か
る
企
業
の
所®

係
は
資
本
的
所
有
關
係
と
.し
て
表
示
せ
ら
れ 

る
か
.

ち
、
資
本
の
所
有
關
係
の
一
：つ
の
總
括
的
單
位
を
も
企
業
と
呼
ぶ
，の
：

'
で
あ
る
。.
<止
業
.は
1
人
の
所
有
.に
屬
す
る
場
合4'
あ
り
、.
.或
は
多
數
人
の
：
 

典
同
所
有
に
.屬
す
.る
場
合
も
あ
る.。;'
'
:
:
し
_か
し
て
企
業
を
-*
づ
>の(

資
本
計
算 

ぐ
單
位
と
し'て

見

る

雲
' 
そ
の
計
算
主
體
が
：い
私
汝
る
經
濟
的
機
能
を
!%
: 

0
.て
杏
業
目
標
と
す
る
：か
ば
、
企
業
經
營
上
そ
わ
め
て
重
太
な
問
題
で
あ

.

:

じ
る
。
：資
本
主
義
企
業
の
資
本
計
箅
主
體
が
：、

.資
本
の
所
有
者
衣
を
資
本
家

I 

.
で
あ
各
こ
と
ら
が
で
あ
る
が
、、經
營
の
擔
當
す
る
ぼ

^
^]
1|
ま
-に
お 

^
.
.
い
て
、
狻
濰
な
る
分
化
を
生
ず
石
に
莖.っ
た
今
^
、
：
企
業
，9濩
本

計

算

主
：： 

/體
が
.い
'か
：な

み¥

經
濟
的
顧
能
^

1

:す
る

か

わ

ょ

泠

で

：金

業

の

經

濟

_ 

.的
性
格
を
規
变
す
る
ネ'-
>
:
.
_
な

石

。

雜

克

媒

裏

と

エ

業

.の
：如
き
異
輯
の
ー 

.經
營
を
併
有
す
る
顧
合
企
寒
に
ぉ
卜̂
へ
資
本
办
計
算
主
體
た
る
企
業
主.
 

;體
が
：い
ず
れ
の
經
儀
能
を_
表
ず
る
か
杧
ょ
つ
：て、

«
o 

の
‘間
に
主
從
關
係
を
生
じ
、
こ
れ
は
や
が
て
こ
の
企
^
を
.
^
^
，

ま

た
は 

:エ
金

業

と

：も.て
11
別
す
る
。
商
淦
業
淑
商
業|

の

計

算

單

位

セ

あ

り

：て 

:
芏

企

業

ほ3:
'
業

篆

0.
計

算

琿

位

で

：ぁ

る
-:
0

ぬ

業

經

營

七

襄

經

營

と

を
 

.

.

「

り
.
.
.
ぐ
/'
'
'»:
_
經

營

吻

機.能

的

分

歡.::
-
-
'
:
^

:
併

有

す

る

一

つ

の

企

業

に

お

，い

て

、
：
エ

業

經

營

を

主

體

と

す

る

場

合

，
は

3:
. 

.

.

.

.

.
企

業

で

あ

り

、.H

業
資
本
の
計
算
單
位
で
あ
る
か
ら
、
讓

經

營

は

附

隨 

り

.

.:

經
營
と：

し
て
エ
業
資
本
の
卞
に
營
ま
れ
て
い
，

る

と

見
る
べ
き
で
あ
る
。
從 

J

■;
つ
.て
.•こ-の
.爆
合
か
.翻
營

計
:»
の
.主
體
性
はH

業
經
營
に
あ
る
の
で
あ
つ 

■て
、

商

業

經

營

計

躉

は

で

業

經

營

^-
-
畫

に

よ

つ

て

左

右

せ

ら

れ

る

こ

と

に 

.
ニ
な
る
。
：■製
造
會
社
.の
，
商

業

部

、
ま

た

は

販

賣

部

)

と
か
、
製
罾
#
砠
の
資 

■'
本

的

支

配.の
.下
に
あ
る
販
寶
鲁
社'の
如
き
.^
こ
.の
例
で
あ
る
。

•

.M
上

.の
如

く

、
：
商

業

經

營

は

T

風

に

お

い

て

商

業

雲

の

組

織

體

と

し

 

•
て

.■の

.經
營

體

.で

.あ
る

と

同

時

に

、
，
他

面

に

お

い

て

塵

資

本

の

單

位

體

と

 

一

.
Aて

.の
企

業

體

で

あ

る

が

ク

經

營

と

企

業

と

.の
關

係

は

、

常

に

一

.つ
の

企

、
 

:業
が

必

ず

J

.:

.■ 

.
つ

の

經

營

を

代

表

す

る

と

は

限

ら

な

い

。

一
.
つ

の

企

業

の

中

 

一

.
,
，
に

は

.:
"
ニ

つ

以

上

0

同

種

：

t
た

；
は

異

種

の

；經

營

を

'

f

括

ず

る

場

合

が

あ

 

.■
■
':
■る
。

.例
え

ば

企

業

た

る

I

つ

'の
：株

式

會

社

が

、

多

數

の

支

店

ま

た

は

分

エ

 

.'
場

を

所

有

し

て

い

る

場

合

の

如

き

、

％

る

い

は

製

造

會

社

(

エ

企

業

)

が
 

：

V
馨

部

：(

商

業

經

營

：

V
:
を

持

ち

、

.ま
た

、
；
商

事

會

社

C

商

.企
業

)

が

製

造

 

.:
H

場

；

£
業

經

營

〉

.

(

^ ，
持

ツ

場

合

^

あ

る

マ

す

众

わ

ち

前

者

は

單

ー

經

營

 

企

業

祀

對

す

る

複

數

經

營

<止
業

で

あ

ゲ

、

後

者

は

單

純

企

業

に

對

し

.て

複
 

'
■;
■
■#
企

業

と

名

#
け

る

：
こ

：
と

が

出

来

る

。

：
し

か

じ

て

商

業

經

營

が

# !
種

經

營

 

い
：

.
主̂

饋

と

:1
'
る

複

合

命

業

に

.お
：い

：て

附

隨

經

營

と

し

、て

併

存

す

る

場

合

に

 

へ

.
::
&
か

て

：も

、

：：商

業

經

營

の

企

業

的

性

格

.は

>
全

|
&
^
算

に

¥

る

部

分

計

 

.
箕

.そ

.て
め

地

位

を

fi
め

る

の̂

で

あ

る

。

.：す

な

わ

ち

異

種

の

機

能

と

レ

 

て

機

能

的

に

獨

立

す

る

こ

と

に

よ

へ

て

、

資

本

計

算

に

お

い

て

も

金

體

を

， 

:
搆

■̂
■;̂
.-?
>
<
部

分

潘

し

；
；
て.の
計

馨

的

獨

立

豐

有

す

る

0

'で
；あ

る

，

'

■:
'
.
'
;
-:,
-

:

.

‘：
;■
:

『

:'
•

:
(：

三
.
'六
五
：
'

)

.
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.商
業

機

能(

'^arketing; ；P
u
n
c
t
i
o
n
s
>

と
は
、

生
產
者
と
消
費 

者
、
.ま
允
は
篇
者
と
儒
要
者
と
疮
財
貨
：を
通;1
:
.て
社
會
的
、
入
格
的
に 

.連
絡
す
る
と
こ
ろ
の
經
濟
的
機
能
：で
.あ
る
タ
わ
れ
わ
れ
社
商
業
機
能
を、:'
. 

.勞
|

能
ま
た
は
經
營
的
機
能->
1
.、
，
：
賛

本

機

能

ま

た

は

企

業

的

機

能

と

'に 

.分
け
.て
考
察
す
る
。..何
と
な
れ
ば
經
濟
的
機
能
は
す
べ
て
、
•
.靈

過

程

と

，
 

.價

獲

殖

過

程

と
し
て
の
資
本
過
程
と
栏
分
け
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で 

あ
る
:0
し
か
し
.て
能
は
の
組
織
單
位
體
た
：
る經營をもって
 

^

.C
D
擔

い

竽

と

：な

し

、
.資
本
I

は
資
本
の
：計

算

單

位

た

る

企

業

を

も

..っ 

て
.そ
の
擔
い
手
と
今.る
も
の
で
あ
石
.か
ら
.、'.
勞

働

機

能

は

顧

營

的

機

能

，で 

あ
り
、：
賛
本
機
能
は
ま
た
淦
業
的
機
能
で
.あ
る
；と
い
ぅ
七
と
が
出
來
る。
,
. 

:.
商
業
i

.
は
財
貨
を
人
格
的
に
、_す

な

お

ち

人

か

ら

人

；
へ

.移
動
.せ
.し
め 

■る
.と
こ

ろ

：の.嚴

で

あ
.ふ
が

、
：
こ
：
れ

を
&

0
本
質
上
か
ら
、：
：1:、：
糈
神 

..納
勞
_
と
、
：̂

、
肉
體
的
勞
働
^
の
ー一

っ
^

區

別

し

て

考

察

す

る

な

上

ガ 

出
谏
る
。
：1

的
|

七
は
1

.
と
需
要
、：，
ま
た
は
生
產
と
消
費
と
の
間 

■を
;:
-
'財
貨
0'
觀

念

ゼ

通

達

儿

て

財

貨

の

存

在

を

相

互

：に

如
ら
し
.め
る
と
こ 

ろ
の
^

^
で
あ
つ
て
’
肉
體
的
勞
慟
に
先
行
す
る̂
の

で

あ

る

。

供

給

'と 

需
要
と
の
觀
念
的
連
絡
機
能
は
、
：
今
日
で
は
市
場
分
析
、，

'廣
哲
、

V

勤
誘
の
：
 

‘機
能
と
1>
て
發
達
ん
て
い.る

。

」
」

れ

に

默

し

て

肉

體

的

霞

ば

、

：

財

貨

：を' 

物
理
的
に
、
技
,
的
.に
處
理
す
る
こA
に

よ

：
つ

て

生

塵

と

^

®
の
兩
者
を
. 

連
結
せ
し
め
る
も
の
：：で
與
る
。
.：肉

體

的

篇
.は
こ
れ
れ
を
-B
、
，
蒐

集

お

.
よ

.
:び
分
割
、
技

：標
準
化
、
肖
、
運
達
、，
：

1
:、

貯

藏

'
の

四

つ

に

分

け

る

こ

と 

'が
出
来
る
、
.
.
.へ.
.

..:

さ
.て
以
上
の
商
業
！
^

は
い
ず
れ
も
經
營
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ 

.る
が
、
こ
れ
が
生
產
潜
と
消
費
者
と
の
間
の
財
貨
の
人
格
的

i

を
目
的 

..
-
1し

て

組

織

的

：に

行

わ

れ

.る
か
、.
或
は
、
..單
に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
單
獨 

に
遂
行
す
る
こ
と
士
目
的
と'し
て
行
わ
れ
る
か
に
ょ
.つ
て
區
別
し
て
考
察 

.^
■-
名
こ
と
が
必
要
で
あ
な
。
前
者
は
わ
れ
わ
れ
が
商
業
經
營
體
と
呼
ぶ
•も 

Q

で
あ
つ
て
、：
今
日
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
.商
業
機
能
.は
、
す
べ
て
こ
の
商
業 

經
營
it
,と
しP

組
織
せ
ら
れ
る
。\」

れ
に
對
し
て
後
者
は
機
能
的
經
營
體 

一
と
呼
ぱ
れ
る
も
の
で
あ.つ
て
、
.商
業
機
能
の
中.の
.或
る
種
の
機
能
が
、
商 

業
經
營
體
_の
中
か
ら
分
離
し
て
そ
れ
ぞ
れ
單
獨
に
機
能
別
經
營
と
し
て
發

- 

達
し
た
:%
の
.で
、：；

そ
れ
ぞ
れ
の
拿
門
の.機
能
.に
關
す
が
か
ぎ
り
は
、
：
財
貨 

の
：人
漱
移
働
な
る
商
業
機
能
以
外
の
機
能
を
行
ぅ
も
.£
0
で
あ
る
。
例
え
ば 

連

送

業

經

營

に

お

け

る

旅

客

運

遂

：
の

如

き

、
，
.
倉

庫

業

經

營

に

お

け

る

非

商
 

•品
財
產
の
®

の
如
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
機
能
的
經
營
は
そ
の
^
 

門
:i
す
る
機
^ -
^

他
の
機
關
.の
委
託
.に
ょ
.
.つ
て
代
行
す
る,>
-

」

_と
を
目
的
と
. 

す
る
.經
營
.で
紅
_つ
て
-'
'
諸
機
能
の
本
來
ガ+膽
い
手
で
は
‘な
い
。
商
業
經
營 

:

は
こ
れ
ち
の
機
能
的
經
營
の
鸾
門
と
す
る
諸
機
能
の
本
來
の
組
織
主
體
た 

.る

地

位

に

あ

る

の

へ

で

：
あ

：
る

。
/

:
,:

:

_

一
 

.
商

業

機

能
.の
：分
析
に
つ
ぃ
、て
筆
者
の
最
も
き
考
に
な
る
の
は 

.

C
o
n
v
e
r
s
e
,

敎
授
の
そ
れ
で
あ
る
。

(
c
o
n
v
e
r
s
e
,

 I
V
D
.
,

 T
h
e

へ
辟
一
：一

>
:

商
業
勞
働
を
精
神
、的
勞
働
と
岗
體
的
勞
働
と
'に
、區
別
す
る
試
み

:■
,
•;
:

■
は
、
わ
が
國
ャ
：ば
夙
に
：向
井
鹿
松
博

壬
..

の
犬
^
い
業
績
が
あ
る
:0 

リ

.

(

同

.氏
著

配

亂

市

搔

組

織

：

~.
'
:
ニ

1
ー

丨

1
1
四

：九

頁

，

.

.
⑵
' 

.

.

商
業
機
能
に
本
け̂

資
本
機
能
ま
た
ぱ
企
業
的
機
能
.

と
稱
す
.

る
は
：、
ノ
價. 

値
と
し
て
0,

財
貨
の
*

<

格
的
移
動
を
意
味
す̂

も
.

の
セ
あ
.

る
0
價
値
と
し 

.

て
の
財
货
の
移
動
の.機
能
.

を
搆
成
す
る
も
の
：は
、
，
：

1

:、
儕
値
ま
た
は
資
本 

0.

計
算
、̂

、
價
袼
か
形
成
，
闫
、
：價

蘧

轉

の

三

..つ

め

機

能

で

意
 

.

價
P

計
算
：の
目
的
は
交^

價
値
の
寶
現
、
'；
#

な

わ

ち

、
：
：
價

格

の

形

成

.に

あ
 

名
0

し
か
し
て
：價
将
の̂
§

吸
價
€

轉
及
前
提
卑
な
ず%

の
^.
あ

つ 

て
、
«

値
移
轉
.

を
伴
士
な
い̂

^

成
は
.

無
意
義
で
あ
る
。

，

貨
幣
經
濟
.ぬ 

下
に
ぉ
い
て
は
、.價

値

は
1

定
の
«

幣
價
値
量
を
も
つ.
，て
表
病
せ
ら
れ
、

IR
値
移
轉
は

麗

と

：貨
幣
と
の
交
換
に
ょ
：つ
：て
枉
わ
れ
る
.0
商
！i
gi:
.貨
幣 

と
.：の
.交
換
は
賣
賈
と
呼
ば
れ
石.も
の
：で
あ
つ.で
、
，
供

給

せ.ん
と
欲
す
る
1
"
. 

定
の
商
品
を
所
有
し
、.こ
れ
と
：.一.定
.量
の

貨

幣

と

..交

換

ぜ

 
'ん

と

す̂'
者

と

、

一
^
量
の
貨
幣
を
所
有
し
、.
こ4

と

：

I;

定
量
.の商

品

とを
交
換
せ
ん
と
欲 

:す
る
渚
と
の
個
に
寶
赏
は
成
立
す
る
。
':
>
.
'
*

場

合

、
：
；
寶

手

は

窮

局

|-
お
い
へ
： 

て
最
初
め
生
產
者
で
あ
り
、
«
手
は
窮
局
に
海
い
て
最
終
の
消
費
渚
で
あ 

:る
0
七
か
し
な
が
ら
今
日
の
發
連
せ
る
經
濟
組
織
の
率
に
お
い
：て
欢
、
：最
. 

初

の

：
生

產

港

么

最

終

の

：
嘗

者

と

.の
間
ゆ
財
貨
の
：流
通
過
程
は
、
人

将

的.
 

に
長
大
な
翎
鎖
と
な
り
、
';
.多
數
.の
連
鎖
的
段
階
を
經
て
財
貨
は
人
格
的
、:.
'' 

漱
會
的
に
移
動
す
る
。
寶
賈
は
こ
れ
ら
の
各
段
階
毎
に
#
い

て

行

：わ

れ
、'

. 

こ
.れ
ら
の
备
連
鎖
を
形
成
す
石.も
の
は
個
々
の
企
業
で.あ
名
-0
.
こ

の

ょ

ぅ 

な
流
通
逋
鐵
を
形
成
す
る
企
業
を''
わ
れ
わ
れ
は
商
企
業
體
と
名
ず
く
る：.

.

.

.、.

商

業

勰

營

の

，
機

能

的

分

伸

，
,

■'
.
ズ
：'-
. 

”

.

.も
の
で
あ
^
て
ノ
商
企
業
體
ゆ
®
^
經
營
ひ
債
値
計
寛
單
位
に
外
な
ら
か 

.:.:..い
の
：で

あ

名
,°
.
''
ミ
^

^

^

^

^.
::'
ノ

'
.
:
'

へ
、

.

こ
V
J
:に
：お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
、
滴
業
機
能
に

•お
： .

け
る
i

機
能
：ま
た
は 

:■
/
'
:
.
企

業

的

濯
^
稱
rt
-
名

の
は
、*

す
る
に
價
値
と
し
て
の
：財
貨
を
人
格
的 

.

に
移
轉
せ
以
め
る
と
こ
ち0!
;賣

貿

，
の

機

能

で

あ

'る

と

い

，
ぅ
.こ
と
に
な
る
o
- 

.

價
値
計
算
も
價i

成
本
共
に
價
値
移
轉
た
る
賣
買
を
前
提.と

し

.て

行

わ 

,

れ
石4

.

ぢ
で
あ
る
。
寶
賈
は
ま
た
、.私
有
財
塵
制
度•の
下
に
お
げ
る̂

律
. 

.
•■
.■上

の
所
有
權
移
轉
の€
表
的
形
式
.で
あ
る
か
ら
、〈

止
業
的
機
能
は
，法
律
上 

ヶ
-
に
お
い
弋
は
所
有
觀
の
移
纏
能
を
意
味
す
石
本
の
セ
^
^
。
：

：

さ
て
'、-,
本
來
の
.企
業
は
生
產
的
ぼ
た
は
供
給
的
活
動
た
石
勞
働
組
織
の 

:
債
値
計
眞
單
位
體
を
意
味
オ
る
も0
で
あ
つ
：で
、

か
.か
る
本
来
の〈

正
業
は 

い
ず
れ
も
價
値
移
轉
機
能
た
る
賣
質
を
行
ぅ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
旣
に
指 

摘
し
た
.と
.お
り
，で

あ

る'0
こ
の
'場
合
、
脉
値
計
算
の
謌
象
た
る
經
營
體
の 

.
，勞
働
機
能
が
、
：生
產
に
あ
る
か
、
讓

に

あ

る

か

、
或
は
雨
者
を
併
有
す 

:,
:
る
場
合
に
は
：い
ず
れ
の
機
能
を
主
：と
す
る
■か
'に
ょ
タ
て
、
.■わ
れ
わ
れ
は
生 

, 

'產
企
業
も
し
く
は
商
企
業
と
名
ず
け
た
の
で
知
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の 

.
場
合
パ
生
產
企
業
も
商
八
止
業
も
共
に
寶
貢
機
能
を
行
ぅ
乙
と
ビ
お
い
て
は 

.

.同
樣
で
：あ
.つ
た
：の

で

知.%
:
_
:し
：か
る
に
わ
れ
わ
れ
は
企
業
經
營
體
に
し
.て
_ 

.

.賣
賈
を
行
わ
な
：い
も
の
の
存
在
す
る
と
と
を
知
ら
ね
ば
，な
ら

.な
い
。
そ
れ 

:
■

は
生
產
に
お
け
る
請
負
エ
場
の
ど
と
き
、
ま
た
は
、塵

に

お

け
る

問

屋

、 

;,
:

代
理
^

.
そ
の
他
の
：讓

機

能

猶
聲
に
お
い
て.そ
の
，
例

を

，
見

る

の

で

あ 

る
。
か
か
る
企
業
經
營
體
は
、
單
に
個
々
.の
能
を
中
心
と
し
て
の 

.
各
成
立
す
を
私
の
：で
あ
つ
友
從
つ
ズ
こ
れ
を
機
能
的
經
營
と
呼
ぶ
ゆ
え

.
'.
'
■•
■
.

ぺ
丨…

.
二
三
：
..(

三
.六
七)



ん
で
，あ
る
。
實
際
に
は
そ
れ
は
生
產
金
業
ま
た
は
商
企
業
の
委
託
に
ょ
つ 

■̂
、、
湯

敕

^
ぴ

施

設

を

提

洪

オ

夺

ぞ

と

ダ

の

賃

取

經

賢

で

知

る

メ

‘

'.
'
-
.
'
.
、

さ
•て
以
上
に
ょ
つ
て
商
業
機
能
と
し
て
の
資
本
機
能
も
し
.く
は
企
業
的

'蠢

は

汐
H(

顧

霞

S

魚

'

^

^成
':
'

㈢
、

■,
■•■

舰
三
.

ウ
ヤ
お
0-
.
.

て
、：ー.窮
亂̂

お
い
ヤ
賣
賀:0
機

能

：
に

晴

ー

：

;#
'

る
多̂̂

.る
の
：ヤ
务
る.が
、.：：更
_
'わ
_
わ
れ
は
今
0
呤
貨
|

濟̂
制
度
之
；？̂

產
：
 

.二
制
庫
の
下S

ぃ
i

パ
企
業
が
賣
買
機
能
を
_

意

に

は
、
®

:

本
：の
：調
達
と> 
信
用
€>
,機
能
、：
な
ら
&
に「

財
»-
-の

馨

馨

持

0
期
間 

#
に
お
け
名
賛
本
喪
失
の
危
險
の
負
擔
を
行
ゎ
ね
铽
な
ら
'ぬ
：こ
>'
-
.赵
知
ら
：' 

.

.ね
ば
な
ら
な
■い
9
こ
0
兩
機
能
を
わ
れ
わ
办
は
寶
買
.の
助
成
機
能
と
各
ず 

け
丈
ぃ
：る
.の
：で
あ
键
'し
か

し

で

賓

賀

助

成

機

歡

，に

私

け

各

金

融

ぉ

ょ

狄

.1 

信
用
機
能
に
お
い
て
銀
行
そ
の
，他
の
金
融
機
關
が
、
1
た
、
資
本
危
險
負 

擔
機
能
に
お
い
：てM

會
社
等
め
機
籠
經
營
の
發
達
を
見
る
の
は
、
.0
.
 

節
に
述
べ
た
勞
機
能
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

 ̂

;商
業
機
能
の
钿
論
に.っ
ぃ
"て
は
拙
著
商
，業
經
濟
新
論
第
；
1
.
1章
.を
參 

'.
/
照
さ
れ
た
い
0,

'
ぺ
.ン

■ 

'
.
.
s
.
.

.'-

U

 

し
'

.

.

.

. 

.

:

•'

わ
れ
わ
れ
は
以
上
に
お
い
て
商
業
經
營
の
經
營
體
と
し
て
の
、
ま
た

、

'

.

企
業
體
と
し
て
の
性
格
を
考
察
し
、
.讓
經
營
の
目
標
と
す
る
商
業
機
能 

を
、
勞

機

能

と

資

本

機

能

の

一

.一

つ
の
11

か
ら
分
析
を
試
み
た
の
'で
あ 

丨
る
。
本
節
に
お

.

.い

.

て
は
、
裏

經

營

が

商

議

能-
の

猶

い

手

で

あ

石

と

，
い ゼ

べ

ジ

：

::
,

-

:

:广.
：':
:

:

:が
.

卜
へ.ニ'
.

'v
':
v

y
''
:

.

:

o

三

数

)

：

,'
,
'

: 

.

'.
:

'.
5

:

命
題
の
市̂

“

'

霞

響

ぬ

裏

濯

め

組

囊

で

あ

る.
こ
：と
、

.

(

朝
ヰ
：̂
1

1管
は
^

1

,
め
組
織
主
.髒
で
あ
：る
と0

1

味
を
明
ら
か 

に
し
た
い
と
思
ぅ。

\

:

:.

商

業

響

の

目

的

は>>
生

產

者

と

讓

者

と.
令
財
貨
を
通
じ
て51
:
結
す 

る
こ
と
-

で
あ
り
、

こ
の
后
的
を
達
す
る
た
め
に
各
種
の
®

機
能
を
行
ぅ 

の
.

で
あ
る
。
し
力'
し
な
力
ら
旣.
に
わ
れ
わ
れ.
力
分
析
を
試.
み

た

と

.こ

ろ

の
 

い
諸
獐
の
商
業
機
能
は
、U
Y

れ
ん
個
別
的’

常
獨
的
に
そ
れ
：だ
け
で
は
生 

產
.

と
消
費
と
の
連
結
束
い.ぅ
騷
局
目
的
を
達
す
る
こ
と
.

は

摄

な

い
.

の
.

で

：
 

ハ
あ
る
。
：ず
な
わ
ち
霞
機
能
と
如
わ
れ
る
運
送
、
貯
藏
、
蒐
集
、：
分
割
、 

:

檫
準
北
、
：
觀
念
逋
達
と
尤
て
の
：廣
吿
等
：の

薦

掛

.

に

お

い

、
て

も

、

或

'
は

賛
 

產

熊

と

い

わ

れ

る

賓

罠0

金
融
、

；
'危
險
負
霞
等
の
諸
機
能
に
つ
い
.て
考 

え
る
：に
7
そ
の
い
ず
れ
の
機
能4'
單
獨
で
は
.前
記
の
自
的
を
達
す
る
こ
と 

は
出
来
介
い
。.商
業
經
營
の
目
的
た
る
生
產
と
消
費
‘

の
連
結
は
‘、
勞
働
機 

能
と
資
本
機
能
と
の
結.

4

ロ
に
ょ
つ
て
は.
じ
め
.

て
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る0
 

こ
の
場
合
、
商
業
機
能
の
全
部
が
結
合
さ
れ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
必
要
と 

し

な
>

。'
1>

か
し
'

な

が

ら

雲
|

ま
お
.

は

資

本

議
.

の
<1

'
ず
れ
か
一
方 

の
み
の
組
み
合
せ
で
：あ
つ
て
は
な
ら
な
：い
0
必

ず

や

薦

機

能

と

資

本

機 

能
と
_

の-
組
：み
合.
せ
嗜
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
：。
：

.：

し
か
し
てi

機
能
を
代
表. 

.

す
る
も
の
は.
賣
賈
の
機
能
；で
あ
つ
て
、
償

値

計

議

能

と

、
'璧

機

能

と
 

し
.

て
の
金
融
1

危
険
負
檐
の
.機
能
は
常
に
賣
賈
に
隨
伴
す
る
も
の
で
あ
る
。 

從
つ
：て
資
本
機
能
は
窮
局
に
，お
い
て
賣
賈
機
能
に
歸
せ
ら
れ
る
が
ゆ
え 

に
、
賨
賈
機
能
と
勞
働
機
能
の
 

一
■部
ま
た
は
全
部
と
の
組
み
合
せ
に
お
い 

て
行
わ
れ
るこ

： .

と
：に
な
各
。
更
に
勞
働
機
能
に
つ
い
て
考
う
る
に
、
商
業

三
：
.:
商
業
機
能
擔
當
機
關
と
し
て
の
商
業
經
營

.

.

.

.

經
營
の
目
的
達
成Q.

上
か
ら
は
、
：：精

神

的

置

機

能

と

：肉

體

的

勞

働

機

能

. 

と
.

の
兩
者
を
切
り
離
し
て.考
え
る
こ
と
：は
出
來
ない
。

肉
體
的
勞
働
に
：は' 

'
必
ず
精
神
的
歡
が
先
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と

は

議

.

の
本
質
上
.'■

'

.

明
ら
か
な
こ
_と
で
：あ
る
。
：し
か
し
な
が
ら
肉
歡
的
勞
働
そ
の
+も
の
の
內
容
.
，： 

..に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
個
別
的
.

に
分
離
し
0:
:

そ
の
機
能
遂
行
を.考
：え
る
こ.
-
.

と
が
出
来
る0
:

例
え
ば
蒐
集
、
分
割
ま
た
は
辕
準
化
の
識
能
の
ご
と
き 

.

は
、:.
1

こ
れ
を
行
わ
な
：い
で.賣
貿
に
よ
る.
財
貨
の
人
格
的
移
動
：を

考

え

る

ご
■■
'■

;

と
が
出
来
る
A
ま
た
、.：：運
遂
お
よ
び
貯
藏
の
機
能
の
ご
と
き
：

は
、
，
.
そ
れ
ぞ 

れ
單
獨
で
寶
貿
觀
と
結
合
す
る
こ
：と

に

よ

や

て

財

貨

.0

人
格
的
辕
動
の」

ン 

':

目
的
を
達
し
得
を
の
で
あ
る
。

.'
-

:.
■
■

:

.

以
上
に
：よ.つ
ヤ
わ
れ
わ4
は
、(

裏
 

.. 

ぺ
'貨
<7
)

-

入
格
的
移
動
は
、
.
.
^
1
機
能
に
：お.け
>

^

骶̂
と
資
^

^
と
ー.の
：

(

':
:
-
' 

に
.よ
つ
；て
は
じ̂
て
達
：せ
ら.れ
る
と
：̂を
棚
る
の
：で.あ
つ
；
て
、

こ
の 

一

意

琳

に

お

い

て

裏

經

營

は

ク

宴

諸

機

能

め

冷

成

體

啤

た

拟

組

織

體

で

，
.：

.'

.

. 

あ
る
と
.い
ぅ
こ
と
が
出
来
る
。

し
.か
し
な
が
：ら
小
規
模
經
營
1C
見

る

よ

ぅ

： 

な
、
極
め
て
幼
稚
に'v
^ /
,

低
度
の
商
業
經
營
に
お
い
て
は
、
そ

の

構

成

分

• 

子
た
，る̂

&

^
能
は
'
混

然

：ど-.
1

.

'ぶ
.そ
9
»

織

體

系

も

不

明

確

袍

あ
::
:

-

- 

る
'0

:し
か
る
祀
高
度
に.警

.1

.
;た

失

激

檄

の

商

量

營

に

お

い

：
て

：
は

、
：
こ

，
人
 

:.
.

れ
ら
.の
：̂

0

^
ぼ
乇
れ
ぞ
丸
明
確.に

そ

め

達

智

ボ

し

て0/
1
:
:
定
：の3
.
: 

:組

織

的

體

系

：を

*
ず
に
至
る0
で
^
る
:。
：へ
と
れ
は̂

^

於
量
的
に
發5
:へ
：
 

；

_
增
大
す
る.
^

5
^

':.'

.必
澈
的
に.質
的
.に
分
化
^
る
と
^

^
源
則
に
基
く-^
: 

の
で
あ
る
。

:

.

.-'
:』

&

よ
5 :
-

に
1>

で
满
業
經
營
が
大
規
模
化^
;

;

そ
の
蕭̂
^

-'
;

:

';
:

:-
'
.
'
-ミ

：商
業_

彆
の
機
能
的
分$

\
能
.が
量
的
に
增
大
す
る.に
至
る
と
、
：遂
忙
は
單
ー
經
營
規
模
の
經
濟
的
限 

.
'
'
界
に
達
す
る
。
，
こ
こ
に
お
い
て
滴
業
經
營
•は
遂
に
機
能
的
に
分
化
せ
ざ
る 

Jを
得
な
-<
な
り
、
.一：
部
の
機
能
を
他
經
層
に
委
讓
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と 

一
t
な
.る〈

か
各
裏
經
營
洎
體
は
漸
次
に
機
能
的
專
門
化
レ
へ
い
の
道
を
た 

:ど
ら
.ざ
る
：を
# ;
な
い
.こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
要
つ
て®

經̂

.#
か

ら

そ

の 

;
—*
部
の
機
能
を
委
譲
：せ
ら
れ
也
：

は
、
裏
經
營
の
傍
系
的
組
織
と 

し
て
發
達
：.す
る
。，

C
:れ
に
：對

し

：て

本

來

の

商

業

經

營

は

、
' 財
貨
の
流
通
^
 

.程
：に
お
け
る
直
系
的
組#
と
ん
て
、
.
こ
れ
ら
の
傍
系
的
組
織
の
中
揠
に
立 

っ
こ
と
セ
な
る
の
货
ぁ
る：
.0
.:
'
-
:
:-
:
.
.
.
•
‘
.

'
■•
:
.
• ニ

::
/
---
'
:驾

，.向
井
鹿
松
博
士
著
配
給
市
場
組
：織1:ー5
九
頁
以
下

;

■'
.

-
:■
'
■

^

■
商

業

經

營

は

裏

機

能

，の

組

織

體

で

ぁ

っ

て

、

財
貨
の
'流

通

過

程

に

お 

:

^
て
直
系
組
織
を
形
成
す
る:%
:

:の
ゼ
あ
る
こ
と
を
.わ
れ
わ
れ
は
前
節
に
お 

.い
て
旣
述
し
.セ
1
し
れ
し
も
こ
.の
.場
合
に
.お
い
て
商
業
機
能
の
組
織
主
體.
.
. 

，を
な
す
も
の
は
、_

經
營
に
お
け
る
統
一
的
意
思
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
；

••
-■:如
^
あ
る
が
.''
:商

業

經

養

生

！
1
經
營
と
結
合
し
ヤ
複
合
淦
業
と
、处
る
場 

::.
-.';
合
、^ ;
|

^
本

來

の

儀

經

瞥
.か
^

|

_
め
1
部
於
他
經
營
に
委
讓 

'■
'■
■'
.せ

ら
れ
、-機
能
的
經
營
を
成
立
せ
し
め
て
旣
述
の

i

わ

ゆ

る

德

證

織

を
- 

ふ
.龄
成

す

る

場

合

：に
お
い
%

、
，

.'̂
れらの機能の

.組
織
由
ft
が
商
業
經 

レ
|

亂̂
で
^
る

'&
と
を
確
認
'1
-
|>
:
こ
ど
.

^

!經
營

办

權

つ

：：て
ま
_た

流

勝 

;
:::
.紙
織

，の1)
.郞
を
究
§
^

る
«:
に
叙
い
て
樺
め
尤
重
要
な
で
と
で
あ
る
、
商
.：

古
霧
營
は
讓
機
熊
の
組
織
體
で
あ
つ
そ’
裏

濯

は

讓

經

營

と

し

へ

，

I
て
組
織
せ
ら
れ
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
は
じ
め
て
財
貨
の
人
格
的
移
動
な
る

'
'■
:ン：：
：
，:■
'
: 

-冷 

ぐ
..'
,
V
.



三

田

學

會

雜

誌

第
F9
十
八
.卷

摩

五

號 

•

窮
局
目
的
を
達
す
な
こ
：と
が
出
来
る
0へ
個)

々
め
商
業
機
能
は
、

r

商
業
經
營
：
：
. 

:
か
ら
分
離
し
て
單_
で
作
用
す
谷
場
合
は
、ぐ
單
な
る
_

々
以
機
能
的
遂
行 

に

ど

ど

ま

：
り

、
，

.
^
機̂
能
^
し
.て
-0
.意
_

を
發
陣
し
：得
な.い
'も
の
，で
.あ 

る
。

• 
. 

- 

- 

- 

.

; 1
產
經
營
ど
^

^
經
營
と
\の
結
合
に
ょ
を
极
合
企
業
に
お
：い$

經
營
が
'盡

經

摩
^
あ
つ
ボ
フ
讓
經
營
が
附
隨
經
營
で' あ
る

：
場
合
に
ベ 

.は、：

營の主體性は生塵經營に：ぁるが

^
と
く
.考
先

ら

：れ

る.の
.

:

で
あ
る
が
、.：冷
日
の
高
衣
に
發
達
起
犬
企
業
に
お
い
て
は
金
篆
の
全
瞪
：

:

計
算
.に
對
す
る
部
分
計
算
の
地
位
は
、
機
館
的
獨
立
.致

程

露

に

照

曝

し

：，
て

. 

—

挫
々
有
ぼ
る
-4
の)

で
あ
.る
0
,上
：の
場
合
、••
:
企
檠
か
全
體
^ '
'.
«

の
立
.場
:.
 

'.
か
ら
.は
、
.:
.
-嘉

經

營

は

：.生
塵
經
營
ぬ
對1>
て
從
屬
的
立
場̂

が
> 

■

機
能
そ
.の

^ ：
の
.
の

遂

狩

祀

際

し

も

は

、
あ

く

贫
,̂

%-

商
業
經
營: 

の
：立
場
が
ら
行
わ
れ
る

:'
-

%

;の
で
.あ
.つ
：
：
て
、
/
ふ

の

意

味

に

お

け

る

囊

輕
. 

|

_

は
失
士
れ.て
い
な
い' 0
で
あ
る
。

」

例

ぇ

ば」
;.
:.:
.:
つ
の
3:
;

業
經
營
に 

:

お
い̂

興
ぇ
ら
れ
た.1;

定
め
生
產
量
は
確
：が

に

麗

經

瞥

た

.る
^

!

^

.

.

_營
の
販
寶
總
量
を
決
定
ず
る
でX
に
な
.

る
.

：で
あ
ろ
ぅ0
_

し
か
.

る
：に
^
!
^
經
_ 

營
が
與
ぇ
:̂

木
：た
：
1

^

の
*

寶
總
量
を
、.
い
か
^;

し
：て
處
理
す
：る
：か
に
づベ
 

.

い
て
は
、
查
く
商
業
經
嘗
躜
の
間
題
で
あ
る
ー
。

：

：

- 

.
,
:

次
に
商
業
紙
營
が
自
ら
の■

能
.

の
，

I

部
^:

他
經
營
に
委_

す
る
. 

考
ぇ
て
み
ょ
ぅ”

經
濟
的
發
展
ぼ
ぐ
脉
貨
の
生
塵
最
從
つ
て
流
通
囊
を
量

.
：'.
;
 

.

的
祀
も
質
的
に-
^

大
ず
る̂

と
に
众
る
”

先

の

賺

皮
^

^

乾
の
擔
：
 

當
す
る
と
こ
名
の®

機
都
も
ず
た
、
；tf
的
に
貧
怖
に
增
天
す
る
こ
：と
：に
" 

な

石

。

，

づ
：
の

M
i

經
營
の
擔
當
す
る
^

^

能
が
先
ず
量
的
に
脅
大
し

. 

.

ニ
六
.

■
(

三
七
〇)

.パ
'て
:ー
定
の
經
濟
的
限
界
に
達$
る
と
、
他
方
に
お
い..て
亂

種

の

濃

を

大

：
 

:

:
&に
集
積
仁
て
機
能
的
に
：專
門
化
し
た
編
立
.の
經

營

を

成

立

：す

る

こ

.と
：を 

し
可
環
だ
令
ぷ
め
：、
：

.

.こ
0-
機
能
的
經
營
が
多
數0;
商
業
經
營
;€
>
た
め
に
、
そ 

:の
專
門
と
.す
る
機
能
に
關
.す
石

か

ぎ

り

は

；
こ

れ

を

引

受

け

，て

代

行

す

る

こ

. 

と
に
な
る
0
志

の
;^
合
の
獲
的
經
營
は
.、:::

ぁ
：く
^
-T
?
'
も
專
門 

.行
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
つ
：て-
.商
業
經
營
.の
：
目

的

と

す

る

財

貨

の

.
人 

:::

，
格

的

移

議

能

の

4

部

を

：
裏

經

營

に

；
代

つ

K

こ
れ
を
行
ぅ
に
過
ぎ
な 

.
い
0
-'
:籠
的
經
臂
が
そ
め
暮
門
と.す
る

議

會

、
讓

經

瞥

の

た_め
に
い
：
 

'が
.な
る
•程
度
に
、
：
或
ゆM
が
な
る
分
量
を
代
行
す
各
か
は.一
つ
.に
委
託
者 

.た
へ
る
商
業
經
臀
自
ら
が
：こ

办

を

決

定

す

る

.の
^'
ぁ

る

。
；例

ぇ

ば

今

日

讓
 

.
お̂
け
る
機
能
的
經
營..と.1>
‘て
高
度
.の
發
達
を
と
.げ
て
い

る

蓮

譲

、
倉 

:

■-
庫
！̂

廣
吿
業
、
；
金
融
業
、
：
傲
險
業
等_は
、
.い
ず
れ
4
そ
れ
ぞ
れ
の
奪
門 

の
機
能
遂
行
を
目
的
と•す
る
%-
-
の
で
あ
つ
.'て
、
裏
經
營
の
目
的
ゼ 

■:
:
財
貨
の
人
格
的
移
轉
は
、̂
の
.本
来
の
目
的
：で
は
な.い
，
機
能
的
經
營
の.'

本
来
め
目
的
枝
、
：：そ
れ
ぞ
れ
.

の
：專
門
i

能
を
；
^

營
の
た
め
に.
、
#•

經
.

'̂.
營

の

依

嘱

に

ょ

ー

つ

て

代

行

す

^

-

と

に

あ

る

0

:
.
-'
.
.
:
.
;
:
-

.

£

£

お
.

い
ヤ
商
業
機
能
は.、
バ
經
濟
の
發#

^

伴
つ
て
本
來
の
商
業
經. 

'.

營
に
お
い
ズ
汾
化
も
分
離
も
そ
機
能
的
^

^

經
營
に
委
讓
せ
ら
れ
る
が
、 

そ
れ
ー
は
商
業
經
營
の.分

裂

籍

立

化

：で
ば
な
く
、
商
業
經
營
か
ら
分
離
し 

.

た

禪

々

の

商

震

能

も

、
窮
局
に
お
い
て
；；は
：

.

商
業
經
營
に
お
，い
て
組
織
せ 

' .
ら
れ
’
繞
合
せ
ち
机
る
と
と
に
ょ
づ
て
パ
パ
そ
の
本
來
の
目
的
た
る
敗
貨
の 

人
格
的
移
0

を
達
成
す
る
こ
と.，が

出

來

る

：
の

'

で
.

ぁ

る

。
.

.

>

の

意

味

に

.

.
^
い 

そ
.

わ
'

れ

わ

れ

は

、
：

'

,

商
業
經
營
は
商
業
機
能
：の
組
織
主
體
で
あ
る
と
い
.わ
ん

.

.
•
と
す
る
の
で
あ
る

。

.

'.V

'

.

.
'
.
.
.
.
て

- 

. 

■ 

. 

,

. 

. 

. 

•
.

■■
四
：'
商

業

機

能

の

分

化

と

讓

經

營

の

專

門

化

.：

:經
濟
の
發
達
、
從
つ
て
財
貨
の
生
塵
量
の
增
大
は
、
商
業
機
能
め

.量
^

::
.
: 

分
化
を
促
が
'1
>た
が
、
そ
4
は

同

時

：に

商

業

經

營

そ

の

::
%
の
の
分
化
，と

專
.-
: 

'
門

化(specialization).

を
も
た
ら
す
ご±

に

た

つ*:
.
.
。

十

九

世

紀

の 

後
平
に
な
•つ
：で
、.讓
革
命
が
文
明
蘭
に
普
及
す
る
に.お
よ
ん
■.で
、
，■生
：
 

塵
力
は
と
み〕

に
增
大
し
だ
が
、
そ
の
結
果
ば
％
然
的
に
流
通
紙
織
べ
-@
大
'''
. 

な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
：つ
た
。
.，特
に
一
3十
他
紀
に
.入
：
り

、

第

一

，
次

.. 

大
戰
を
經
過
し
た'一
"九 
一
0

1

來̂
、
讓

、
商
業
、
.
生
產
の
全
面
に■'
■ 

著

し

い

：
變

化

仓

生

：じ

た

.の
で
あ
る
。.
こ
の
變
化
と
發
展
の
重
要
な
も
の
を
.
.'

■
擧
げ
て
み
れ
ば
::
''
..:
.
,:'
',
',
';

'

•

一
、.
.流
行
連
度
の
急
進
と̂

^
者
の
流
行
.に

對

す

る

關

心

の

昂

馮

が

.商

- 

■

業
組
織
お
：よ
び
生
產
者
に
大
き
い
影
_

を
與
ぇ
た
。
.ぺ
.■

•,
'
.ニ
、
.翼

者

.の
：

J

般

的

麗

が

、
大
規
模
な
貿
物
中
心
地
へ
め
賈
廻
り
ハ 

■

を
:#
宜
と
す
る
に
至
つ
た
の
で
、，
卸
商
の
存
在
を
必
要
ど
ず
る
比
較 

..
:
.
.的
小
規
模
な
小
賣
商
店
の#
在
意
義
が
少
く
な..つ
た
。
：

'

-
■
1ーー
、

連

鎖

活

ま

た

は

1-
思
連
鎖
店
の
'發
達
は
、
在
產
者
よ
り
直
接
に
大.
.

,
.
■量
購

入

の

..
方

法

を

促

が

し

、

.

.
そ

の

仕

入

箪

位

暈

は

し

ば

し

ば

卸

商

の

：

■

■'
.

...

そ
れ
§

し
い
か
、

こ
れ
を
凌
ぐ
場
合
を
生
じ
、
霧

：も
卸
商
の
仕
：

.

.

よ
り
有
利
な
場
合
が
も
る。
.
.
' ぐ

'
'.'
/
.
,
.-.
;-
'

::
:::

四
、
大

百

貨

嗎
‘大
通
信
販
寶
店
等
は
生
產
者
よ
ゥ
の
值
接
仕
入
を
な
.

• 

t

の
が
多
く
な
つ
た
。

•

:'
-
:商
業

經
:#
の
.機
：能

的

分

化'
:
:'\
:-
'

.

.五
、

ス.
.
.
1
.。ハ
.'
,

|

:

*
 

.
マ
.
1

.

ヶ
.

ッ
ト
'.

.
(
s
u
p
©
r
m
a
r
k
©
t
s
)
.

：

の
發
達
は
、
特' 
.
 

'

,

に
食
糧
品
、.
藥
種
觀
の
：
M

f

M-
'

織
に
大
き
い
影
響
を
與
え
た
。
. .
.

':
•

;

:

六
、
•
獨
立
ホ
寶
商
趴
共
同
仕
ま
た
は
共
同
仕
ス
組
合
に
よ
る
集
團 

V

.

:

仕
久̂

^

に
至
0

?0
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.
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猶
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營
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が
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摘
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熊
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あ
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節
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定
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に
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；
に童點をおく

'%

の
.

に
：つ
ぃ
て
、_

:

は

：
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葉
卸
商
.

'8

1
1
2
3

:

009
- 

w

o

r

t

i

m
§

t

<I
)

'r
)

、
信
用
卸
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i
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營
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